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９　多くの児童生徒が手を触れる場所（ドアノブ、手すり、スイッチ等）や共用教
　材、教具、情報機器などを毎日定期的に消毒する。
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新型コロナウイルス感染症に対応した袋井市学校教育活動ガイドライン

《基本的な考え方》
      学校においては、うがい手洗い及び手指消毒・マスク着用・換気・施設消毒といった
　基本的な感染症対策を徹底する。さらに、すべての教育活動において、「密閉」「密集」
　「密接」※という3つの条件が同時に重なる場を避ける。　　※以下「3密」と記述する
　　そのために、次の取組を行う。
   　　①　換気の悪い密閉空間にしないための換気の徹底
   　　②　多くの人が手の届く距離に集まらないための配慮
   　　③　近距離での会話や大声での発声の回避
　
　　新型コロナウイルスに関するいわれなき差別、偏見、いじめを受けることがないよう
　引き続き指導を行なう。

　現在地域の感染レベルは、「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マ
ニュアル」（文科省）に示されている「新しい生活様式」を踏まえた学校の行動基準のうち、
「レベル2」相当と考えられることから、常に次の事項について確認し計画を立てて実施す
る。

袋井市教育委員会学校教育課

１　児童生徒及び教職員の毎朝の検温、風邪症状の有無等の確認を行う。
   ・家庭と連携した毎朝の検温及び風邪症状の確認をする。
   ・登校前に確認できなかった児童生徒については、校舎に入る前に検温及び風邪
　　症状の確認をする。　→　風邪症状が見られる場合は自宅で休養（出席停止）
　・同居の家族に風邪症状が見られる場合は児童生徒の登校を控えるように依頼す
　　る。→　保護者の理解と協力を得て自宅で休養（出席停止）

確　認　内　容

２　児童生徒に手洗いや手指消毒、マスク着用を指導し、こまめにうがい手洗いを
　させる。（不織布マスクを推奨する）

６　可能な限り常に教室の2方向の窓を同時に開けて換気をする。（空調使用時に
　おいても常時換気を行う）常時換気が困難な場合にはこまめに数分程度窓を全開
　にする。（30分に1回以上）

３　免疫力を高めるため、十分な睡眠、適切な運動やバランスの取れた食事を心掛
　けるよう指導する。

5　児童生徒、教職員が濃厚接触者もしくは感染者になった場合、該当者は保健所
　の指示により対応する。また、保護者等の近親者が濃厚接触者になった場合、感
　染の可能性がなくなるまで自宅待機するように依頼する。（出席停止）

４　新型コロナウイルスに関する正しい知識や対策について、児童生徒が感染の
　リスクを自ら判断しこれを避ける行動をとることができるよう、発達段階に応
　じて指導する。

７　教室では、机と机の間を前後左右最大限あけて対面にならないような形で生活
　することを基本とする。なお、対面で活動する場合は短時間とする。屋外でも同
　様とする。

８　通常飛沫を飛ばさないようにマスクの着用を指導するが、十分な身体的距離が
　確保できる場合や児童生徒の健康面を配慮し、外すことが妥当と考えられる場合
　は、マスクの着用は必要ない。
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13  教科等の学習における市外への校外学習や外部人材の活用は、地域や各校の状
　況を踏まえ、実施の可否を判断する。

12  体育等の授業に関し、医療的ケア児及び基礎疾患児の場合や保護者から感染の
　不安で授業への参加を控えたい旨の相談があった場合、強制せず児童生徒、保護
　者の意向を尊重すること。
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11  体育の授業ではマスクの着用は必要ない。ただし屋内で運動する場合には、呼
　気が激しくなる運動を避けること。

10  マスクを着用し、可能な限り感染症対策を行った上でリスクの低い活動は実施
　可能とする。国が例示している、以下の「感染リスクが高い学習活動」について
　は、各校・各学級の状況を踏まえ、実施の可否を判断する。
　・教科等に共通する活動として「児童生徒が長時間、密集又は近距離で対面形
　　式となるグループワーク等」及び「近距離で一斉に大きな声で話す活動」
　・理科における「児童生徒同士が近距離で活動する実験や観察」
　・音楽における「室内で児童生徒が近距離で行う合唱及びリコーダーや鍵盤ハー
　　モニカ等の管楽器演奏」
　・図画工作、美術、工芸における「児童生徒同士が近距離で活動する共同制作等
　　の表現や鑑賞の活動」
　・家庭、技術・家庭における「児童生徒同士が近距離で活動する調理実習」
　・体育・保健体育における「児童生徒が密集する運動」や「近距離で組み合った
　　り接触したりする運動」

14  マスクを着用し、可能な限り感染症対策を行って実施可能とするが、感染リ
　スクの高い行事は行わない。
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15  可能な限り感染症対策を行った上で、通常の活動を行うことを可能とする。た
　だし、密集する運動や近距離で組み合ったり接触したりすることが多い活動、向
　かい合って発声する活動等は、地域や各校の状況を踏まえ、実施の可否を判断す
   る。
   ・運動部活動でのマスクの着用については、体育の授業における取り扱いに準ず
　　ること。
　・保護者や家庭の理解を得る中で実施すること。
　・部活動開始前に健康管理のチェックをすること。
   ・できる限り生徒同士及び顧問と生徒による近距離での会話や発声を避けるこ
　　と。
　・部室の使用方法を工夫すること。（短時間の利用、一斉に利用しないなど）
　・練習場所や更衣室等、食事や集団での移動に当たっては、マスクの着用を含め
　　た感染対策を徹底すること。
   ・タオルや水筒などの貸し借りをしないこと。
　・飲食の際は、対面にならず１ｍ以上距離をとり会話をしないこと。
　・共有部分及び共有物の消毒は、原則として活動中に１回以上行うこと。
　　共有部分：多くの生徒が手を触れる場所（例：ドアノブ、手すり、スイッチ等）

　　共有物：用具等（ボール、ストップウォッチ等）

　・こまめに手洗い、うがいを行うこと。
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24　熱中症リスクの高い日においては、登下校時や外で活動するときなどマスクを
　外すよう指導する。ただし、十分に距離を取り、会話はしない等の指導をする。

22　マスクを外して活動する場面として、以下のようなものが考えられる。
　　　・休み時間や部活動中等の水分補給時
　　　・運動中に至近距離で声を掛け合う時
　　　・体育科授業の前後や部活動等における着替え時（教職員も含む）
　　　・給食時や歯磨き時
　　　・給食時や放課後に職員室内で飲食をする時（教職員）　等
　　　このような場面では会話しないように特に注意する。

23　危機管理上、教職員は、学校内外の活動についてできる限り少人数で行動す
　ることとし、校長と教頭、同一学年の教員、同じ教科の教員等がそろって不用
　意に同じ行動をすることがないよう十分配慮する。

17  学校給食の実施にあたり、感染防止のための工夫をする。
　・給食当番の健康チェックをすること。
　・手洗いの指導をすること。
　・机を向かい合わせにしないこと。（隣席と離す）
　・会話を控えること。

18　放課後児童クラブ等において密集性を回避し、感染防止する観点から教室、
     図書館、体育館、校庭等が利用可能である場合は、積極的に活用を推進する。

16  対外試合等について、以下の感染症対策を講じて行うようにする。
　・対外試合等への参加は、本人及び保護者の同意を得たうえで参加する。
　・対外試合及び合同練習等は、感染症対策を徹底した上で、実施する。（磐周地
　　区外も可とする）参加については、該当となる地区の感染状況や受入の可否を
　　把握した上で、大会実施要項や合同練習会場校等により適切な感染症対策がと
　　られていることを確認し、校長が判断する。
　・種目の特性をふまえ、感染予防が十分行えない場合は対外試合等は控える。
　・対外試合等の時間、施設や器具の利用方法等、感染予防に配慮する。
　・活動前後の手洗いを徹底し活動中は大きな声での会話や応援等は行わない。
　・飲食の際は対面にならず１ｍ以上距離をとり会話をしない。
　・熱中症対策にも十分配慮する。
　・参加する者が感染した場合に感染の拡大を防ぐため、連絡体制や対応手順を確
　　認する。

21　マスク着用に抵抗のある児童生徒に対しては、時間や場所を特定するなど、
　　可能な限りの着用を、保護者に感染リスクを説明し相談する中で勧める。ま
　　た、マスクが着用できない場合は、該当児童生徒の特性等を踏まえて、周囲
　　の児童生徒の理解を得るように配慮する。
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19　新たな悩みやストレスを感じる児童生徒も予想されるため、必要に応じて養
     護教諭やスクールカウンセラー等による支援を行う。

20   学校における感染対策を地域や保護者に発信し、理解を得て進める。
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